
　   沖縄県うるま市で挑む、

モズクの天然採苗と海草保全による未来の漁業

沖縄県うるま市は、全国一のモズク産地。その一方で、漁業従事者の減少や気候変動による生産量の変動が課題となっています。

そこで私たちは、漁業DXによるモズク生産の維持・拡大と、それに伴うカーボンニュートラルの実現を目指しました。

勝連漁協：天然採苗や船の燃費向上による

　　　　　環境に配慮した養殖を実施。

TOPPAN：アナログ作業のデジタル化により

　　　　　漁協・生産者の作業負荷を軽減。

うるま市：食育活動やモズクのレシピを公開。

　　　　　“もずくの日”イベントの開催。

勝連漁協：各教育機関に向けた出前授業を実施。

TOPPAN：“もずくの日”にて漁業DXを紹介。

申請者：TOPPANデジタル(株)・勝連漁業協同組合・うるま市
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